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１ 活動内容

（注意）WGの活動内容については、開催会合での議論や検討にとどまらず、WG関係者が、様々な場面で取り組んでいくものであり、それらは適
宜WGメンバーにフィードバックしていく方針。

（１） 新世代ネットワーク技術の進展につながるJGN-X利用の促進

・JGN-X利用ｻｰﾋﾞｽ（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ・ｻｰﾋﾞｽ）の充実・拡大、その周知、利用事例の紹介による社会還元を意識した利活用の促進

（自治体等も含めた産学官連携）

・StarBED３との効果的な連携手法・利用促進方策の検討及び順次実証

・有線・無線統合ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞの実現に向けた検討

・ﾓﾊﾞｲﾙ・ﾜｲﾔﾚｽﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞ、耐災害ICT研究ｾﾝﾀｰ、 WINDS等の関連ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞとの連携手法の検討及び順次実証

・Ｈ28年以降の次期ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞの在り方についての検討（2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸにおけるﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞとしての貢献も併せて検討）

・上記に関連する支援手法（ﾈｯﾄﾜｰｸ構成,支援体制,研究テーマ等）の検討 等

（２） 関連WG及び関連団体・ﾌｫｰﾗﾑ等との連携強化

・実現戦略WG（仮称）との連携により、同WGで策定、研究開発されるｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの実証に当ってのJGN-Xへの展開可能性の検討

・ｱｾｽﾒﾝﾄWGに設置された仮想化分科会と連携した仮想化環境の活用手法の具体化

・ｸﾗｳﾄﾞやﾜｲﾔﾚｽの関連団体やﾌｫｰﾗﾑとの連携状況を踏まえた連携手法の検討及び順次実証

（３） グローバル連携の促進

・JGN-Xを活用した欧米・アジアとの連携状況を踏まえた戦略的な連携手法の検討（ICTによるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｿﾘｭｰｼｮﾝの

創出、先端ICTでの国際競争力の強化、新興国ﾏｰｹｯﾄの拡大<ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ実施による技術の展開>等を目指す）及び順次実証

（１）４～５月 第１８回ＷＧ
・総会を踏まえた今年度の活動方針の報告、JGN-X及びStarBED３の連携研究の紹介、最新トピックの講演 等

（２）７～８月 第１９回ＷＧ
・JGN-X及びStarBED３のｻｰﾋﾞｽ・研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの利用・促進方策の検討、関連WG・団体等の取組紹介、海外活動・動向の紹介 等

（３）１１～１２月 第２０回ＷＧ
・年間活動のまとめ、次年活動方針の検討 等

１ 平成２６年活動報告

２ ＷＧのスケジュール
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下記 活動方針に従い、ＷＧ活動を実施。
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ＷＧ会合を3回（第18,19,20回)開催
・第18回ＷＧ会合

（5月16日 ソラシティカンファレンスセンターにて開催 約80名出席）
JGN-X関連研究開発の状況と今後の展開について説明とJGN-Xの
今後の方針に関する調査報告とJGN-Xユーザの事例紹介を行った。
田原 康生 総務省 情報通信国際戦略局 技術政策課長による
「総務省におけるICTイノベーション政策」と題して特別講演を行った。

・第19回ＷＧ会合
（9月10日 KDDIホールにて開催 約80名出席）
JGN-Xユーザの事例紹介、先進的通信アプリケーション
開発推進事業でのJGN-Xユーザの事例紹介を行った。
勝屋 久 勝屋事務所代表/プロフェッショナルコネクターによる
「ひとりでは何もできない！つながりの時代！
〜 katchaman流 超つながり術」と題して特別講演を行った。

・第20回ＷＧ会合
（12月8日 UDXギャラリーにて開催）（本日の会合）
年間活動のまとめ/次年活動方針の説明および「次期テストベッドに望むこと」と題して

パネルディスカッションを実施。
近藤 玲子 総務省 情報流通行政局 放送技術課 技術企画官、元橋 圭哉 次世代放送推進

フォーラム 事務局長による「総務省の４Ｋ・８Ｋへの取組と今後の展望」と題して特別講演。また、山
中 直明 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科 教授による「フォトニックネットワークの未来と技
術」と題して基調講演を行う。
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（１）-Ⅰ テストベッドネットワーク推進WG活動
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凡例
100G
10G
1G

光テストベッド

■小金井－大手町

NICT各種
テストベッド

新世代ネットワーク機能・運⽤検証環境
＜新世代ネットワーク機能プレーン＞

福岡

広島 岡山

大阪

名古屋

NICT
小金井

100G

10G

10G

札幌

10G10G

北陸･石川

東京

仙台

10G

10G
高知

香川

沖縄

岩手

10G

1G

1G

1G

100G

1G

1G

JGN-Ｘ 国際回線JGN-Ｘ 国際回線

シンガール米国 タイ 中国 韓国

10G

100G
100G

さらなるJGN-Xネットワーク基盤の拡充・高度化に向け、コア回線の高速化（１００回線）を実現。
ネットワーク基盤の増強に伴い、ネットワーク構成の見直しを実施。

VLANﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

仮想化ノードプレーン

Openflowプレーン

DCNプレーンDCN
DCN

DCN

OF

OF

OF

VN
VN

VN

光ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞ(光ﾊﾟｽ研究)
ﾜｲﾔﾚｽﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞ

海外線の帯域
日本～米国： 10G
日本～韓国： 10G
日本～香港(中国)：10G
香港～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ：2.4G
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～タイ：1G

JGN‐X接続拠点

NICT鹿島
横須賀
NICT神戸
NICTけいはんな
つくば
九州大学
九州工業大学
東北大学
東京大学
大阪大学

DCN

OF

VN
OF

DCN

StarBED

OF

VN OF

VN

OF

DCN

VN

OF

DCN

OF

OFOF

VN

OF

OF
VN 仮想化ノード

OF Openflow DCN DCN
仮想化ストレージ/VM PIAX利用仮想コンピュータ

ネットワークリソースの基本環境
＜L2(VLAN)・L3(IP)ネットワーク＞

VNOF
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（１）-Ⅱ テストベッド環境～JGN-X NWの拡充・高度化～
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VLANﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

仮想化ノードプレーン

Openflowプレーン

DCNプレーン
DCN

DCN

DCN

VLANﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

ＡＰ ＡＰ

L2/L3上での遠隔授業などでの利用シーン

これまで

ＡＰ ＡＰ

JGN-Xにおける
ｻｰﾋﾞｽ

例えば、Openflowに
よる映像データ・テキスト
データの優先処理

従来のL2/L3サービス上での実験・検証

各プレーンを経由して、機能・運用検証に参画。
テクニカルな部分は、ＮＩＣＴの研究員・技術員が対応。

パートナーシップ・サービス利用イメージ
（研究開発協力(受動型)の例）

H23年より新しいネットワーク技術の機能・運用検証が行えるサービス環境を構築し、提
供開始。順次サービスの拡充を推進中。2014年4月より仮想化（Vnode）テストベッドサー
ビスを提供開始

サービス名称 サービス利用可能時期

光テストベッド 2011年4月

IP仮想化サービス 2011年7月

DCNサービス 2011年11月

OpenFlowサービス 2011年11月（シングルユーザ版）
2012年4月(マルチユーザ版）

PIAXサービス 2013年4月

仮想化（Vnode)
サービス

2014年4月

VN VN

VN

OF

OF

OF

（１）-Ⅱ テストベッド環境～パートナーシップサービス（JGN-X利用者向けサービス）～
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・JGN-X上に展開するSDN/OpenFlowテストベッド のRISEにおいて，GUIベースのコン
フィグレーションシステム（RISE Orchestrator）を開発．
・平成26年11月アメリカニューオリンズで開催された SC14 にてデモ展示（日米間を繋い
だネットワークのインタラクティブなオペレーション）を実施．

（１）-Ⅱ テストベッド環境 ～RISE Orchestratorの開発/デモ展示～

• テストベッド構築の自動化を目標に、これまで手動であった利用申請書の記入、申請
書をベースとしたネットワーク／サーバの設定をを自動化し、オペレーションに関する
時間を大幅に短縮（２時間→１０分）。→利用者の要求に迅速な対応が可能に。
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GUI-based 
Configuration

設定時間を短縮
2時間 ⇒ 10分

Management  Framework 

GUIを用いた一元管理

利用申請書

RISE Orchestrator

Management
Framework

自動設定
GUI-based Configuration
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・NICTモバイルワイヤレステストベッドと連携し、センサー情報等を活用したソーシャル
ビッグデータ解析に貢献。

（１）-Ⅱ テストベッド環境 ～モバイルワイヤレステストベッドとの連携～

7

◎北陸StarBEDセンター、けいはんな、横須賀に400サーバ、4000VM規
模の大規模計算処理リソースを設置

◎けいはんなにM2Mデータセンターを整備

◎神戸、沖縄にフェーズドアレイ降雨レーダと風を計測する
レーダを設置。既存の大阪大学のレーダとネットワーク化

◎JGN-X基幹ノードを中心に高機能ネットワークノード設備
（10か所）を整備、併せて東名阪の基幹ノード横にNW内
処理を補強する高機能ストレージ設備（4か所）を整備

◎大容量回線が必要となる北陸―小金井間、東京－大阪間の
回線を100G化。

福岡
広島

岡山

仙台

NICT小金井

海外線

VN

OF

OFOF

OF

100G
10G

DF

VN 仮想化ノード

OF OpenFlow

DCN DCN凡例

1G

DCN

DCN

OF

ﾌｨｰﾙﾄﾞ実証
金沢

仮想化ストレージ

香川

沖縄
OF

VN

VN

VN

名古屋

VN

OF高知

大阪

岩手

VN

OF

東京

DCN

OF

札幌

沖縄電磁波
技術センター
沖縄電磁波
技術センター

ユニバーサル
コミュニケーション

研究所（けいはんな）

ユニバーサル
コミュニケーション

研究所（けいはんな）

ﾌｨｰﾙﾄﾞ実証

北陸StarBED
技術センター
北陸StarBED
技術センター

ワイヤレスネット
ワーク研究所

（横須賀）

ワイヤレスネット
ワーク研究所

（横須賀）

大規模計算
処理リソース

センサーネット
ワークフィールド
実証設備

降雨レーダ

高機能ストレージ

高機能ネットワーク
ノード

コンテクスト・アウェアネス

構造化

メタデータ作成

情報統合

収集・登録

M2Mデータセンター

横断検索
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（１）-Ⅲ 利用の促進（事例①） ソーシャルICT実現に向けた取り組み

監視カメラ等々

農漁業⽤
各種産業⽤
センサ

構造物監視、
防災センサ
道路標⽰等 ⾼齢者・障害者対応

健康、介護
各種表⽰

海外連携、各国各地
域・機関との連携
海外連携、各国各地
域・機関との連携

・・・

各種センシングデータ
クラウドビッグデータ・情報分析

プローブカー,交通
物流、⼈流

位置情報、⾞内表⽰

環境センサー
地域・気象情報等

観光、イベント等

スマートメータ
（電⼒、ガス、⽔道等）

街⾓表⽰

スマートフォン、
センサ・表⽰

データ収集

社会還元 分析

⾒える化
地⽅⾃治体等と様々
な社会的課題で連携
地⽅⾃治体等と様々
な社会的課題で連携
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（１）-Ⅲ 利用の促進（事例②） Ｈ26年 さっぽろ雪まつり実証実験

・NICT及び実験協力機関により、東京～大阪間に実験用100Gbps伝送環境を構築、この
上で4Kと8K映像の非圧縮IP伝送を同時実施。

・100Gbps NWを利用した長距離の8K映像非圧縮IPネットワーク伝送は世界初の試み。

・100Gbps回線の伝送状況を高精度に測定・分析できる仕組も構築し、JGN-XのH26年度
回線増強（コア回線の100G化）に先行して運用技術を確立。

・また北海道～沖縄の区間にてJGN-X上のSDNテストベッドRISEを用いたHD/4K圧縮映
像マルチパス伝送を並行して実施。

8Kモニタ(4Kx4)

100Gbps回線上での8K/4K映像非圧縮伝送実験

仙台
10GbE

東京
(大手町)

映像
伝送装置

100Gルータ

4Kカメラ

100G対応
高精度分析

1GbE

大阪
(うめきた他)

北海道
(札幌大通公園他)

沖縄
(名護市) 福岡

100Gルータ

映像
伝送装置

4Kモニタ

映像
伝送装置

4Kカメラ

4Kカメラ

HDカメラ

映像伝送装置

SDN SW

SDN SW

10GbE
100GbE

1GbE

100GbE

10GbE

1GbE

8K+4K非圧縮伝送

(東阪36Gbps～)

SDN上での4K/HD圧縮マルチパス伝送
(多地点間～1Gbps)

8Kカメラ

8Kモニタ 9
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目的：SDNを活⽤した耐災害NW技術の実展開、フィールド検証、ならびに実⽤化モデルの検討
• 複数のアクセス回線をSDNにより活⽤する耐災害NWの遠野市での展開（完了）
• 災害対応シナリオに合わせた実検証（完了）
• 実⽤化モデルの検討、構築（H26〜H27）

本実証実験におけるアクティビティ
→遠野市防災訓練時に実証実験を実施

（IT活用型防災訓練 平成25年8月実施）

11

22

33

1.異なるネットワークを統合した仮想ネットワークの提供
2.非常時に生き残っている資源でネットワークを再構築
3.アプリケーション毎のデータ転送の優先制御

一般市民向け地域情報提
供サイトの画面イメージ

緊急時には色が変化（緑
→赤）復旧時には元の色
に戻す

一般市民向け地域情報提
供サイトの画面イメージ

緊急時には色が変化（緑
→赤）復旧時には元の色
に戻す

防災訓練の様子防災訓練の様子

遠野モデル（災害時後方支援都市での耐災害ICTインフラモデル）への発展。

最終的には、遠野市が維持可能なサービスへ組み込み、実⽤化。 10

（１）-Ⅲ 利用の促進(事例③）～実社会への技術移転の取り組み例～社会還元
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海外：12機関
NECTEC   AIT等

プロジェクト数 120件
参加研究者数 963人
参加研究機関内訳
・大学・高専 119機関
・企業等 71機関
・政府系研究機関・自治体 49機関
・海外研究機関 12機関
・その他（協議会など） 3機関

沖縄

福岡

広島

仙台

北陸

⾹川
名古屋

⾼知

⼤阪

岩⼿

東京

札幌

近畿地域：
機関数 42 AP利用 94
大阪大、奈良先端大、京産大、
朝日放送等

シンガ
ポール

米国 タイ 中国

北陸・信越地域：
機関数 6 AP利用 16
北陸先端大 富山大等

JGN-Ｘ 国際回線

韓国

中国地域：
機関数 13 AP利用 24
広島大、倉敷芸科大、鳥取大等

岡⼭

九州・沖縄地域：
機関数 9 AP利用 41
九州大、九州工業大等

（１）-Ⅲ 利用の促進～JGN-Xにおける研究プロジェクト活動状況～
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関東地域：
機関数 127機関 AP利用 199
NTT、KDDI、国立天文台、東京大、筑波大等

四国地域：
機関数 25 AP利用 24
高知工科大、香川大、愛媛大等

東海地域：
機関数 3 AP利用 6
名古屋大、静岡県立大等

北海道地域：
機関数 2 AP利用 11
札幌医大、北海道テレビ等

東北地域：
機関数 13 AP利用 47
東北大、岩手県立大、山形大等

JGN-X活動状況
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（２） 総務省の先進的通信アプリケーション開発推進事業との連携

【先進的通信アプリケーション開発推進事業採択者におけるJGN-X利用(平成25年度)】

・総務省では平成25年から「新世代ネットワーク」の機能を用いた「先進的通信アプリケーション開発推進事業」を
競争的研究資金により支援。

（タイプⅠ：民間企業を対象、タイプⅡ ：大学や中小企業を対象）

・基礎研究からアプリケーション開発までを一体的に推進し、新世代ネットワークの展開や国際標準化を加速し、
これらを通じてイノベーションや新市場の創出、国際競争力強化等を図る。

・新世代通信網テストベッド（JGN-X）がこの先進的な通信アプリケーションの開発環境を提供

産学連携

12

課題名 開発代表者

医療・看護・介護連携のための患者さん毎のＳＤＮ仮想ネットワークシステムの開発 インフォコム㈱

優先的に通信可能な災害情報共有アプリケーションの開発 ㈱構造計画研究所

新世代ネットワークにおける検索ネットワークKCN（Keyword Centric Network）の開発 九州大学

耐災害性を有するクラウド型遠隔代替稼働システムの開発 筑波大学

動的複製再配置を必要としない大容量コンテンツ配信基盤の開発 慶應義塾大学

ネットワーク仕様定義による広域分散ネットワークの自動運用管理システムの開発 ㈱レピダム

正確な測位情報と時刻情報に基づいた次世代メディアの開発 慶應義塾大学

コンテンツ保護機能を持つスケーラブルなライブ映像放送サービスの開発 京都大学

広域分散ベアメタル・クラウド環境のためのハイパーバイザの開発 東京大学
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NICT自主研究、委託研究、
国プロのサポート、連携

APAN/TEIN4とのグローバルR&Eネッ
トワーク連携、Future Internet 
TestbedWGの運営、新世代ネット
ワークワークショップの開催

RISEとOFELIAでスライスを
相互接続し、SDNテストベッド
フェデレーションを実現、パス
パケット統合技術のSDN拡張の
実証実験をサポート

日欧連携委託研究（FELIXプ
ロジェクト）実現のため、イ
ンフラAPIの開発、提供

Interop Tokyoでの展示

中国、韓国、シンガポール、タ
イへの新世代ネットワーク技術
（GINEW、RISE）の展開、APII 
Workshopによる技術交流、共同
運用による技術移転

JGN-XとInternet2/TransPAC3との
NSI/OSCARSを用いたグローバルR&E
ネットワーク連携

RISEとOS3E/NDDIとのコンロー
ラ連携によるSDNテストベッド
フェデレーション

Supercomputing Conference
でのSDN(Software Defined 
Network)による動的制御
(DCN/NSI, RISE/OpenFlow, 
Lagopus)とクラウド技術を組
み合わせた国際連携実証実験

欧州

日本

米国

アジア

雪まつりでの新世代NW技術
の実証実験

JGN-XとGEANT/DANTEとの
Automated GOLEプロジェクト
（NSI技術）等によるグロー
バルR&Eネットワーク連携

（３）-Ⅰ 国内外の研究機関との連携
国際連携

産学連携

13
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SC14（Supercomputing Conference2014)において、RISEを活用したデモ((1)，(2))、ＳＤ
Ｎとクラウドを組み込んだ環境の構築(3）、国際連携によるSDN制御(4) を実施。

（３）-Ⅱ グローバル連携による大規模ネットワーク実証実験の例国際連携

14

広域分散処理
基盤の構築

(2)RISE上でのNICTサイエンスクラウドの
マルチパスデータ伝送

(1)RISE上でのインタラクティブなタイルド
ディスプレイ向けコンテンツの伝送効率化

可視化技術へ
のSDN応用

Weather radar

Science Cloud

OpenFl
ow

Switch

fsManager

fsConsole

Trema

Topology Manager

OpenFlow
Controller

SAGE Master Node

Appl
icati
on

SAI
L

Proactive Routing Switch

Topolo
gy 

Inform
ation

REST I/F
based on Apache Web 

Server

Appli
catio
n 
Node

Open
Flow
Data 
Plane

S1. Open a application

sag
e

eive
r

sag
e

Rec
eive

r

Display 
Node

sag
e

eive
r

sag
e

Rec
eive

r

Display 
Node

OpenFlo
w
Control 
Plane

Routing Module

S2. Request to 
assign the 
rouging path

S3. Get the topology 
information and 
decide the routing 
path

S4. Return 
the rouging 
path

5. Connect 
to the SAGE 
Receiver

T1. Get a 
topology 
information 
by intervals of 
seconds

T2. Update the 
topology 
information

Japan

SC14 Venue

Video Stream Server

Lagopus

Uncompressed
HD Stream

H.264

J2K

H.264

J2K

QG70

Lagopus

Florida IU

LagopusLagopus

StarBED3

GEMnet2 + I2

JGN-X + I2

SINET + I2

Encoding
Selection

TV monitor

PRESTA
monitor

Streaming Conversion
High-Precision Monitoring

Streaming
Conversion Control

(Uncompressed)

Path 
Selection

NTT/KAIT

(3)Lagopus SDNとStarBED3を活用した
分散環境でのUHDリアルタイム編集

(4) NSIによる日米複数組織を跨ぐデータ
モビリティサービス

グローバルな

制御連携

グローバルな
ネットワーク
制御連携

日本発

実環境デモ

日本発
Lagopusの

実環境デモ

CMC, Osaka Univ.
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（３）-Ⅲ グローバル連携によるテストベッド利活用促進国際連携

• JGN-Xで現在、パートナーシップサービスとして提供し
ているRISE上でのOpenFlow技術について、海外協力
研究機関へ技術展開。

 シンガポールSingARENからインターン生を受け入
れ、RISE上でのSDNを用いた大容量データのアク
セスコントロール技術開発に協力

• 国際研究連携

 APII Workshop2014を主催、日韓のSDN分野の研
究者やJGN-X利用者のうち日韓での共同研究を
実施している研究者を集め、研究報告による技術
交流を行った

15
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平成２７年活動方針
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２ 平成２７年活動方針
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（１）４～５月 第２１回ＷＧ
・総会を踏まえた今年の活動方針の報告、JGN-X及びStarBED３の連携研究の紹介、最新トピックの講演 等

（２）７～８月 第２２回ＷＧ
・JGN-X及びStarBED３のｻｰﾋﾞｽ・研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの事例紹介、関連WG・団体等の取組紹介、海外活動・動向の紹介 等

（３）１～２月 第２３回ＷＧ
・中期計画のまとめ シンポジウムの開催

１ 活動内容

（注）WGの活動内容については、開催会合での議論や検討にとどまらず、WG関係者が、様々な場面で取り組んでいくものであり、そ
れらは適宜WGメンバーにフィードバックしていく方針。

（１） 新世代ネットワーク技術の進展につながるJGN-X利用の促進

・JGN-X利用ｻｰﾋﾞｽ（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ・ｻｰﾋﾞｽ）の充実・拡大、その周知、利用事例の紹介による社会還元を意識した利活用の促進

（NICT 地域ICT研究連絡会議 事務局との連携、自治体等も含めた産学官連携）

・StarBED３との効果的な連携手法・利用促進方策の検討及び順次実証

・耐災害ICT研究ｾﾝﾀｰ等の関連ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞとの連携手法検討及び順次実証。特に、WiSUN、ﾓﾊﾞｲﾙﾜｲﾔﾚｽTB、ﾜｲﾔﾚｽメッシュTB等と

の連携を図り、ソーシャルICT推進研究センターの推進するソーシャルビックデータ解析に貢献。

・Ｈ28年以降の次期ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞの在り方についての検討（2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸにおけるﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞとしての貢献も併せて検討）

（２） 関連WG及び関連団体・ﾌｫｰﾗﾑ等との連携強化
・実現戦略WGとの連携により、同WGで策定される研究開発から実証、実現に至る実現戦略の実証に当ってのJGN-Xへの展開可

能性の検討

・ｱｾｽﾒﾝﾄWGに設置された仮想化分科会と連携した仮想化環境の活用手法の具体化

・ｸﾗｳﾄﾞやﾜｲﾔﾚｽの関連団体やﾌｫｰﾗﾑとの連携状況を踏まえた連携手法の検討及び順次実証

（３） グローバル連携の促進
・NexTVフォーラム等関係機関と協力し、総務省の4K/8K海外展開施策と連携しながら新世代NW技術のグローバル連携を推進

・JGN-Xを活用した欧米・アジアとの連携状況を踏まえた戦略的な連携手法の検討（ICTによるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｿﾘｭｰｼｮﾝの

創出、先端ICTでの国際競争力の強化、新興国ﾏｰｹｯﾄの拡大＜ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ実施による技術の展開＞等を目指す）及び順次実証

２ ＷＧのスケジュール

(注)赤字が26年からの変更箇所


